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ごあいさつ 

 

新型コロナウィルスも２０２２年７月に第７波１２月に第８波と猛威

を振るいましたが、次第に収束に向かい来年度 5 月には第 5 類に引き下

げられるようです。 

 また、ロシアのウクライナ侵攻は、収束の兆しが見られない状況です。

世界経済もコロナとウクライナ問題で、将来予測の立てにくい状況です。 

 大阪ガスさんと再生可能エネルギー契約を結んでおりましたが、11 月

に契約解除になり関西電力に 12 月に戻りましたが、2023 年 1 月よりデ

ジタルグリッドさんと再生可能エネルギーでの契約が出来ました。 

 売上も順調に１０％程度拡大する事が出来ましたのは、鋼材価格の高

騰を価格転嫁できた事でした。しかし、エネルギーの高騰や人件費の引

き上げムードにより、収益は圧迫されました。 

 脱炭素社会の要請は待った無しで進んでおりますが、これを好機と捉

え一層環境経営に取り組みたいと思います。 

 

                                         

梅南鋼材株式会社 

                                          

代表取締役 堂上 勝己 
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代表取締役 

環境経営方針 

 

〈環境経営理念〉   

梅南鋼材株式会社は、事業活動と環境配慮の両立を常に考え、 

持続可能な社会の実現に向け、全社一丸となって自主的・積極的に 

取り組みます。 

〈環境保全への行動指針〉 

１． 次の事項について環境経営目標・環境経営計画を定め、継続的な

改善に努めます。 

① 消費電力、自動車燃料の削減を通して二酸化炭素排出量の削減 

② 紙媒体の削減及び原材料の歩留まりの向上による資源減量化の

推進 

③ 水使用量の削減 

④ 環境に配慮した資材（グリーン製品、リサイクル製品）の購入 

⑤ 環境に配慮した製品提供       

⑥ 企業価値の向上と情報発信    

⑦ 始業前の清掃活動の継続                               

２． 環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。  

 制定日：2009.10.15 

改定日：2022.6.22 
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経営理念・品質方針 

〈経営理念〉 
Mission（使命） 

1. 私たちは、モノづくりのシンカを通して、社会の発展に貢献しま

す。    

Value（価値）  

1. 私たちは、感動あふれる価値を創造し、顧客満足を追求します。 

Mind（意識） 

1. 私たちは、夢の実現に向け、情熱と誠意をもって成長します。 

 

 

 

〈品質方針〉 
 

｢お客様の信頼と満足が得られるように、品質最優先で行動する｣ 

 

１．お客様の要求の変化に合わせて、品質・コスト・納期の継続的改善に努め、 

品質の安定化を図る。 

２．品質目標を設定し、目標の達成に努める。 

３．品質保証のしくみを継続的に改善する。 

４．誠実を常とし、共存・共栄を基盤に、法令・お客様などの要求事項を順守

する。 

 

 

 

 

〈事 業 継 続 基 本 方 針〉 
 

 

 

１． 人命第一を旨として、従業員とその家族の安全と生活を最優先とする。 

２． 従業員も地域住民の一人であるという考えの下、 

地域の生活と安全へ貢献する。 

３． 事業の早期復旧・継続により顧客の信用を守る。 

４． 平時より BCP に対する意識を持ち、継続的な改善に努め、 

緊急時には相互援助を行う。 
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事業所の概要                                                                                                             

 概 要 

  事 業 所 名   梅南鋼材株式会社 

  会 社 設 立   昭和 31 年 4 月 30 日 

  資 本 金   ３,５００万円 

  代表取締役   堂上 勝己 

  所 在 地    本社・第一工場 大阪市西成区南津守 5-12-16 

           第 三 工 場 大阪市西成区南津守 5－6－66 

           住 之 江 工 場 大阪市住之江区泉 2-1-92 

                     第 四 工 場 大阪市西成区南津守 5-8-25 

        

  連 絡 先   TEL：06-6661-9666  FAX：06-6658-3533 

        E-Mail：info＠bainan.jp  URL：http://www.bainan.jp  

  環境管理責任者  専務取締役     堂上 智史                

 

  環境管理事務局  総務部       藤井 勉   
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    事業の規模 

    鋼材の卸売業務及び鋼材・鋼板の加工  

※2019 年度 第二工場の人員は 9 月より第四工場へ異動 

事業年度    4 月 ～ 3 月 

   認証登録範囲 全社認証登録範囲 

 (本社・第一工場、第三工場、第四工場、住之江工場) 

   事業内容  鋼材の卸販売業務及び鋼材・鋼板の加工 

2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

売 上 高(百万円) 773 675 817 887 

従業員数（年度末

数） 

52 名 56 名 53 名 52 名 

延べ床面積 

第一工場 308 ㎡ 308 ㎡ 308 ㎡ 308 ㎡ 

第二工場 500 ㎡    

第三工場 340 ㎡ 340 ㎡ 340 ㎡ 340 ㎡ 

第四工場  285.6 ㎡ 285.6 ㎡ 285.6 ㎡ 

住之江工場 403.58 ㎡ 403.58 ㎡ 403.58 ㎡ 403.58 ㎡ 

 

人数 

第一工場 34 名 37 名 39 名 39 名 

第二工場 ※8 名 閉鎖 閉鎖 閉鎖 

第三工場 8 名 8 名 7 名 7 名 

第四工場 ※8 名 8 名 4 名 4 名 

住之江工場 2 名 3 名 3 名 2 名 

自動金型装置付曲げ機械 AMADA HG-2204ATC ベンダープレス MURATA BH18530
   〃  80ｔ AMADA RG80

ファイバーレーザー 三菱電機 ML3015GX-F60    〃  50ｔ KOMATSU PAS5020
   〃   225ｔ KOMATSU PBZ2254

ファイバーレーザー 三菱電機 ML3015NX-F 高性能3本ロール機 アイセル BU-SK1300
バリ取り機 エステーリンク METAL-ESTE 端曲げ機構付3本ロール機 アイセル BU-SP1300

ウレタンロール エスカディア SRY

3D FABRI GEAR 山崎MAZAC    〃 エスカディア SR-55EⅡ

主要加工設備

住之江工場

第三工場

本社・第一工場

第四工場
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環境経営システム役割・責任・権限表 
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 ご指導くださった先生方、ご支援頂いた皆様に感謝を申し上げます。 

               

＜活動実績＞ 

              エコアクション 21 オブザイヤー  

               環境経営レポート部門  銅賞 

               ソーシャル部門     優良賞  

              なにわエコ会議 

               CO2 削減コンペ     大賞 

              大阪府中小企業家同友会エコフェスティバル 

               環境経営レポート部門  大賞 

              第 5 回学生に教えたい 

               働き甲斐のある企業大賞 優良企業賞 

               

 

 

 

 

 

 

 

主な負荷の実績 

項目 単位 2018 年 2019 年 2020 年 2021 年 2022 年 

付加価値額 

（売上-原価） 

千円 387,571 

 

395,622 

(102%) 

360,158 

(91％) 

407,197 

(113%) 

430,485 

(105%) 

二酸化炭素総排出量 

(対象：エネルギー総

量) 

kg-

CO2 

249,581 235,557 

(94%) 

190,652 

(81%) 

142,149 

(75%) 

48,739 

(34%) 

一般廃棄物量排出量 

 

kg 1,111 1,597 

(143%) 

1,196 

(74%) 

1,107 

(92%) 

821 

(74%) 

 

水使用量 

 

㎥ 705 604 

(86%) 

401 

(66%) 

383 

(95%) 

354 

(92%) 

（注）廃棄物にはリサイクル量は含んでいません。       (%)は前年度

比 

産業廃棄物はありません（売却・リサイクルのみ） 

2021 年度 11 月より、二酸化炭素排出係数 0 電力 EnneGreen へ切り替え 
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環境経営目標及びその実績 

    

   

   

   

  

 

  

2022 年度の実績結果について 

 2022 年度は 2019 年度の実績を基準年度とし、売上目標前年度比 112％

の利益計画の中で環境負荷を 2％減少させることを目標に活動しました。 

結果としては事業実績として 109％の売上を達成しつつ、全ての項目

について目標を達成することができました。特に電力消費による二酸化

炭素排出量の削減については 2021 年 11 月より全拠点の電力プランを

EnneGreen へと切り替えたことで、大きく数値を下げていました。2022

年 11 月に社会情勢の変化から供給困難との申し入れがあり契約を修了

することとなりましたが、2023 年 1 月より新たにデジタルグリッド社の

提供する再エネプランに切り替えることで、再度全拠点の CO2 排出係数

を 0 に戻すことが出来ました。EnneGreen の CO2 排出係数（調整後排出

係数）は 0.000kg ｰ CO2/kWh です。
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環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画 

消費電力削減を通して二酸化炭素排出量の削減 

取り組み計画 

達
成
状 
況 

 
評価 

次年度の取組内容 

省エネ意識の徹底 ○ 非稼働設備の電源オフを推進し社員全員が省エネ意
識を高く持つことができました。工場内のレイアウ
ト変更とスポットクーラーの使用等電力使用量の大
きい工場内エアコンの使用を押さえられたことも大
きな削減に繋がりました。ISO9001 による品質管理
においても生産性の向上・不良削減ともに継続して
活動を続ける事で徐々に効果が上がっています。
2021 年 11 月より導入した CO2 排出係数 0 電力に
ついては契約終了を打診されたものの、2023 年 1
月よりデジタルグリッド社の提供する再生可能エネ
ルギープランに切り替えることにより継続すること
ができました。次年度は新たに導入した設備による
電力使用量の増加に注意を払いつつ、原単位評価に
よる管理を並行して行いながら削減に努めていきま
す。 

不要照明の消灯 〇 

不使用機器はコン
セントを抜く 

○ 

設備の空運転防止 ○ 

工程管理による稼
働時間短縮 

○ 

ネスティング強化
による端材の削減 

〇 

品質管理目標に基
づき不良品の削減 

○ 

3S 活動の推進 〇 
冷房28℃暖房20℃ 〇 
冷暖房に頼らない
温度調整・クール
ビズ等の実施 

○ 

3S 活動推進委員会による改善 

 

  

 

                          再エネ 100 宣言 RE Action

へ参加 

                           2021 年 11 月より全拠点

にて 

                           100％再生可能エネルギ

ーに      

  社内パトロールによる改善                       

環境に配慮した設備                

MF Ecomachine  
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自動車燃料削減による二酸化炭素排出量の削減 

                            

                           毎日チェックシートで車両状態を

確認 

SuperDriveGuard による運行管理         

ドライバーごとの特徴を把握      

エコドライブ実践状況の見える化 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

                       古くなったトラックから低燃費

車へ 

                       2022 年度は 2 台新車導入 

 

取り組み計画 

達
成
状
況 

 
評価 

次年度の取組内容 

アイドリングス
トップ 

○ 
古くなったトラックを 2 台燃費の良い新しい車に買い
替えを行いました。各車に SuperDriveGuard 端末を設
置して運行データを取得しドライバーごとの特徴の把
握やエコドライブの推進に活用しています。ISO9001
に基づく車両管理も継続しており車輛の設備不備によ
るロスを防止しています。携帯端末から SNS を活用
して各部門との連携を密にし積込みの待ち時間短縮や
効率的なルート配送の実現に向けて心がけています。 
 

効率的なルート
で配送 

○ 

エリア別営業活
動の見直し 

○ 

適正な車両整備
の実施 

○ 

誤配送、積み忘
れの削減 

○ 

3S 活動の推進 ○ 
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一般廃棄物の削減（資源減量化の推進）  

         

各工場に計測器を設置 

         実測数値を計測表に記載することで 

みんながゴミの量を意識するように 

 

          現場から出る紙資源も回収します 

水使用量の削減 

シール貼付による注意喚起       設備の定期的な点検 

 

 

  

                                                  

 

 

取り組み計画 
達成
状況 

評価 
次年度の取組内容 

裏紙使用 ○ 新型コロナウィルスの影響により使
い捨てのクリーナー等ペーパー類の
使用量が増加したり、第二工場開設
に向けて年度末にかけて排出量が増
加したものの、業務のペーパーレス
化を進めることで目標を達成するこ
とができた。顧客の要望が高まって
おり梱包材や養生用の紙の使用量が
増加しており廃棄物量の増加の要因
となっているため、次年度は梱包材
の再利用や過剰梱包の抑止も視野に
入れて更なる資源減量化を進めてい
きます。 

ミスコピーの防止 ○ 

帳票見直しによる印刷物の削減 ○ 

分別による古紙のリサイクル化 ○ 

3S 活動推進 ○ 

電子メディア利用によるペーパ
ーレス化 

〇 

紙コップ使用の削減・マイカップ
推奨 

〇 

コンビニ食削減・昼食補助 〇 

製品梱包材のリサイクル・過剰梱
包の抑止 

〇 

取り組み計画 
達成
状況 

 
評価 
次年度の取組内容 

節水呼び掛け ○ 毎日の点検作業をしっかり実施す
ることで水漏れを防ぎ使用量の削
減に貢献しました。 
次年度も節水意識を水使用量削減
に努めます。 

水使用設備の定期的な点検 〇 

水量調節による節水 ○ 
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環境に配慮した資材の購入 

環境に配慮した製品提供 

点検・記録の管理   分別・回収無駄なく利用 CO2 排出量

試算 

                                      

 

 

 

3S 活動を推進 ペーパーレス受注 自社銘入りエコバック作成 

 

 

取り組み計画 
達成
状況 

 
評価 
次年度の取組内容 

有害性の少ない資材の購入 ○ クロムフリー材等有害性の少ない
資材のみを取り扱っている。グリー
ン購入は感染症対策の影響もあり
使い捨て製品の増加等低い比率と
なってしまった。発注時の確認・意
識付けを再度啓発していきます。 

省エネ性能の高い設備の購入 〇 
燃費の良い自動車の採用 〇 
環境に配慮した材料の梱包材、緩
衝材の導入 

× 

事務用グリーン購入比率向上 × 

取り組み計画 
達成
状況 

 
評価 
次年度の取組内容 

プラモデル納品のシンカに努め、
後工程の負担削減 

○ 
ISO9001 と連動し設備の維持管理を
実施 
端材・スクラップは材質ごとにしっ
かりと分別、毎月社内パトロールを
実施し 3S 活動の成果を確認、クラ
ウド化された社内ネットワークを
フル活用各拠点で残材・在庫リスト
を作成して情報共有、アルミ・紙資
源をリサイクルに持ち込み、環境活
動の資金として活動を拡大次年度
以降も活動を継続していきます。 

ISO と連携し納期厳守・品質維持・
顧客満足度の向上 

〇 

クロムフリー等環境負荷物質を
含まない材質の選別 

〇 

自社の活動における環境負荷排
出量の把握 

〇 

受注ソフトのクラウド化による
製品・取引情報の管理 

〇 

分別・リサイクルの徹底 ○ 
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企業価値の向上と情報発信 

各工場・事務所に体温計を設置

消毒用アルコールと合わせて 

感染症対策を実施 

                 フットスタンドを導入  

容器に触れずに衛生的です 

BCP を策定しリスク管理と課題管理を日々検討 

従業員の安全と顧客の信用を守ります 

2019 年 11 月事業継続力強化計画に認定 

2020 年 レジリエンス認証  

事業継続および社会貢献 認定 

大阪府中小企業家同友会様主催の 

BCP 策定スクールに参加して指導頂き 

無事認定を受けることができました 

 

取り組み計画 

達
成
状
況 

 
評価 
次年度の取組内容 

表彰制度等の積極
的な挑戦 

○ 
エコアクション 21 オブザイヤーをはじめなにわエコ
会議様主催の CO2 削減コンペ等にも挑戦し複数の賞
を受賞することができました。レジリエンス認証の更
新も行い、地域貢献を含めて認証を継続することが出
来ました。健康経営優良法人はブライト 500 を取得
することができ社員全員の関心が高まっています。採
用活動については情勢が厳しく目標人数には達しま
せんでしたが、地域高校から継続して採用を続けてい
ます。本年度の結果に満足することなく次年度は情報
発信力の強化を検討し、様々な挑戦を行い、企業価値
の向上に努めていきます。 

BCP の充実とレジ
リエンス認証の継
続 

〇 

地域密着型企業と
して地元高校から
の新卒採用の推進 

〇 

積極的な地域貢献
活動 

〇 

働き方改革、健康経
営の推進 

〇 

ISO9001 による品
質の維持改善 

○ 
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正社員平均年齢 29.8 歳(2022 年 4 月現在) 

2009 年「大阪市きらめき企業賞」受賞 

 女性幹部・女性技術者の活躍が評価されました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015 年「女性活躍リーディングカンパニー」認証取得 

 幹部・正社員・パートさん、 

 様々な立場の女性がそれぞれの立場で無理なく活躍できる環境を整備しています、 

 

                  2015 年には「ウェルワーク 2015」認定証取得しま

した。 

                  2004 年より毎年新卒採用を継続し、 

                  ここ 10 年で社員は倍以上に増えています。  

                   

                   

 

 

               地域の防災協力事業所に登録 

               地域密着企業として地域の皆様との交流を大切にしてい

ます。 

                 

   

              2017 年には健康宣言を行い、  

              2018 年より継続して 

健康経営優良法人の認定を取得 
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クレーン運転安全講習 クレーン運転特別教育 玉掛け技能講習 職⾧安全衛生教育

プレス機械作業主任者 運転免許証ファイバーレーザー加工機安全講習

弊社管理資格 (一例)

と

 

  EA21 と ISO9001 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          国際標準に裏打ちされた確かな管理体制のもとで、 

                         法令順守並びに事業活動と環境配慮の両立に努め

ています 

                                                                                           

             
2010 年「エコアクション 21」認証取得  

2013 年「ISO9001 2008」認証取得 

2014 年「大阪ものづくり優良企業賞 2013「匠」」受賞  

2017 年「同友会エコフェスティバル 2017 

「エコフェスポピュラー賞」受賞              

2018 年 関西 IT 百選 優秀賞受賞  

2019 年 経営者「環境力」大賞受賞 

2020 年 環境コミュニケーション大賞 優良賞 

    環境人づくり企業大賞    優秀賞 

2021 年 再エネ 100 宣言 ReAction 参加

プラスチックスマート・クールチョイスにも賛同しています 

    作業環境改善 

作業効率の向上 

不良品減少 

EA21 環境活動 

  二酸化炭素排出量削減 

水使用量削減 

資源減量化の推進 

ISO9001 品質方針 

 品質・コスト・納期の継続的改善 

 品質目標の設定・達成 

 品質保証の仕組みの継続的改善 

  品質向上 

環境負荷低減 

体系的な教育 
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非常事態に対する備蓄の見直し 

避難が必要になった際すぐ持ち出せるよう 

社員一人一人が自身で設置・管理します 

例年 3月に西成消防署の協力の元消防訓練を行っています 

災害時の心構えや行動のとり方について学びます 

自社 BCP に基づき自主訓練も実施 

工場ごとに緊急事態体制を構築 

通報班・誘導班・消火班に役割を分けて 

対応手順の確認・問題点の洗い出しを行いました 

各工場に工場の住所や緊急連絡先を掲示 

事故が起きた際スムーズな連絡ができる体制に 

改善されました 

 

 

万が一に備えて一人一袋 



 

20 

 

 

 

 

油圧ブレーキによる鋼板の加工です。  

4 台のブレーキプレスを主軸に、 

3 本ロール・ウレタンロール等を使い分け 

様々な形状の曲げを実現します。 

新たに自動金型交換機能付き曲げ機械を導入 

 

 

                       

 

 

                                               管理ソフトで機械ごとの稼動状況を見

える化。 

                                               稼働率・生産時間・通電時間など、 

                                               データを把握することで人時生産性を

算出し、 

                                               無駄の削減・生産性の向上に努めてい

ます。 

                                                

                                                

                                                                                              

                                                

ベンディングアイ機能による、角度補正 

業界最速の自動補正機能により、 

材料のばらつきや、圧延方向のばらつきを抑え 

素早く安定した品質を実現します 

 

 

                        

 

市内配達区域において弊社所有のトラックによる 

自社便配達を行っております。 

自社便ならではの機動性に加え、 

積み合わせ・ルート配送による省エネ効果も。 

各ドライバーはチェックリストを持ち 

エコドライブに取り組んでいます。 
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                       レーザー加工機による切断加工です。 

                       鉄・ステンレス・非鉄金属(アルミ・

銅・真鍮) 

                       薄板(0.1ｔ)から厚板まで 

                       多種多様なご要望にお応えできます 

  

 

 

  

 

 

 

2019 年 CO2 レーザーを廃止して、 

新型ファイバーレーザー加工機導入しました。 

高反射材・非鉄金属を高い精度で切断可能です。 

15 段の自動パレット交換装置を備え付け 

低コストと高い生産性を実現しました。 

CO2 レーザーに比べて消費電力が非常に少なく、 

二酸化炭素排出量の大幅な削減に繋がりました。 

 

                

 

様々な形状の製品を CAD のネスティング

機能で 

組み合わせ材料のロスを最小限に抑えて

います。 

効率的な切断データを作成することで 

機械の稼働時間も短縮できるため、 

電力使用量の削減にも貢献しています。 

 

材料ではなく部品をお届けします 

鋼材屋としての豊富な材料調達ネットワークに 

現場と一体となった社内 CAD による生きたデータ展開 

自社便配達による柔軟な足回りと、 

自社の強みをフルに生かした独自の納品体系です。 

材料調達から切断・曲げまで、無駄なく素早く 

ノンストップで動ける社内一貫加工体制が 

弊社の一番の特徴です      

プラモデル納品 
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                 新しく開設した住之江工場に設置された三次元切断機

です。 

                穴あけ・切欠き・開先・タップ加工の一貫加工が可能

です。 

                曲げ加工では作成できないような小さな立ち上りや、 

                折り曲げ位置に近い切欠や穴加工なども 

                既存の鋼材を切断することで容易に作成することがで

きます 

                   等辺アングル            H 型鋼 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

 

 

 

   

 コ型鋼              角パイプ              丸パイプ 



 

23 
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プラスチックスマート取組事例にも掲載頂きました！ 

なにわエコ会議プラゴミ削減コンペ努力賞受賞‼ 
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環境関連法規制等の遵守状況 

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次のとおりである。 

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境法規制等の逸脱はありませんでし

た。なお、関係当局よりの違反等の指摘及び訴訟は、過去 3 年間ありません。 

 

顧客要求事項の遵守評価は ISO9001 を併用し、2017 年９月 12 日 

維持審査を通して ISO9001：2015 版への移行を行っております。 

 

 編集後記 

 新型コロナウィルスの影響からぬけ出せないままロシアによるウクライナ侵攻や円安・材

料費の高騰と弊社を取り巻く環境は依然厳しい状況が続いています。電力の供給にも影響が

出ており昨年導入したエネットの CO2 排出係数 0 電力 EnneGreen は 11 月で契約終了を打診

されてしまいました。幸いデジタルグリッド社の CO2 排出係数 0 電力への切替が出来ました

が、経費の高騰など事業活動への負担も大きくなっており、エコアクション 21 に基づく改善

活動の重要性がさらに増していることを実感させられます。エコアクション 21 推進委員会

を中心に日々改善活動に社員一丸となって取組、毎月の全体会議で情報を共有することで環

境配慮について高い意識を保つことができました。 

 2022 年度の成果として、エコアクション 21 オブザイヤーやなにわエコ会議様主催の CO2

削減コンペ、大阪府中小企業家同友会主催のエコフェスティバル等多くの賞を受賞すること

ができました。日々の活動が目に見える成果で評価頂けることは更なる活動への意欲となっ

ており嬉しく思います。一方で 3 月に参加させて頂いた環境経営レポートグレードアップ講座

では多くの気づきを得、自身の未熟さを思い知る機会にも恵まれました。何のための活動か、

誰に向けたレポートか、自分たちの行っている活動の意味や目的を改めて考えて、今後も目

標に向けて努力していきたいと思います。 

総務部 藤井 勉 

適用される法規制 適用される事項（施設・物資・事業活動等） 

廃棄物処理法 一般廃棄物、産業廃棄物（金属クズ：売却） 

騒音・振動規制法 油圧式ブレーキプレス、空圧機 

フロン排出抑制法 業務用空調機（自主点検） 空圧機 冷却装置 

顧客要求事項 

環境負荷物質(例えばクロムフリー)・化学物質規制 

などその他の要求事項 

不良品削減 

納期厳守 
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代表者による全体の評価と見直し・指示 

 
2022 年度はロシアのウクライナ侵略の影響がどう出るか予測の立た

ない中で「アフターコロナは顧客ニーズに高い次元で応える体制づく

り！」をスローガンに新型コロナウィルスによる影響の収束を願いなが

ら活動を始めました。結果的には目論見が 1 年早く新型コロナウィルス

による影響は未だ収束せず、ロシアのウクライナ侵略によるエネルギー

や物価の高騰に加えて円安も合わさり非常に難しい情勢となりました。

材料価格の高騰を価格転嫁できたため目標に近い売上・粗利を確保する

ことができましたが、原材料以外の経費、特に電力費の高騰が大きな負

担となっており事業活動における環境活動の重要性がさらに高まってい

ることを実感しています。 

困難な状態を打ち破るため、全拠点の電力プランを CO2 排出係数 0 の

再生可能エネルギーへと切り替えたり、事業再構築、IT 補助金を利用し

た新設備の導入・給与ソフトの変更など会社全体で改善活動に取組んで

まいりました。 

その成果としてエコアクション 21 オブザイヤー2022「環境経営レポ

ート部門」銅賞、第 5 回学生に教えたい働き甲斐のある企業大賞優秀企

業賞、なにわエコ会議主催 CO2 削減コンペ大賞受賞など外部からも高い

評価を頂けました。 

次年度こそ After コロナにおける対応力が真に問われる年となると考

えていますが、今後も全社一丸となって取組を続けていきたいと考えて

います。 

 

指示 

・環境経営方針 変更なし 

・環境経営目標・計画 前年度基準、企業価値情報発信の検討 

・実施体制他  変更なし 
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      本社・第一工場：大阪市西成区南津守 5-12-16 

                  TEL :06-6661-9666   

FAX :06-6658-3533 

                         E-mail : info@bainan.jp 

                         URL :http://www.bainan.jp 


